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もう一つの 『自叙伝』-河上韓の漢詩 神戸大学教授 -海 知義
河上肇cr)社会科学 京都大学教授 平 EE] 清Pj]
河上輩における求道の問題 元東京-大学総長 大IHT内一男
閉会の挨拶 河上肇記念会世話人代表 住/6 収拾
開会の挨拶に立った高-lJ教授は,本日が丁度生誕 100年日であることと′rTLlしいHJ.深い第
会場 (高寺細長挨拶)




であり, 『自叙 伝』執筆 とは別に, もう一つの ｢自画像｣を描 く手段でもあったことを
述べられた｡つついて平EEl教授は,経済原論,経済学史を白から講義する立場から,河
上の最終講義であった 『経済学大綱』を取り上げ,上稀がマルクス 『資本論』を原論講
義として体系化したわが国最初のものとし,下馬が芋史講義を経済倫理史として組み克
てたことに, 口本マルクス･3=上の河上の独自性を熱っぽ く論じられた.予ケEさかていた
姫川虎三氏 〔説郡大学名誉教授 ･前京都府知事)が雌康上の都合で講釈ができず,昏わ
って大河内氏が立ち,河上の生涯を貫 く求道精神を明治末期 .大正期から昭和初朋に至
る歴史の流れで把え,思!Lrj,家としての河上を論じられた｡最後に,河上研究の開拓者と
も言 うべき住'6氏が,河上の学究精神を説かれ,閉会の吉葉 とされたOなお,写真は経
済学部事務長宮崎又治氏の提供を受けたD (研究来会事務局 JW川記)
